
Title 古島敏雄編 日本林野制度の研究
Sub Title
Author 金丸, 平八

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1956

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.49, No.2 (1956. 2) ,p.162(82)- 164(84) 
JaLC DOI 10.14991/001.19560201-0082
Abstract
Notes 書評及び紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19560201-

0082

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
二
號

書評及び紹八

/[

古島敏雄編『

日
本
林
野
制
度
の
研
究』

農
地
改
革
以
降
、

農
村
の
實
體
を
解
明
す
る
一
つ
の
鍵
と
し
て
、「

林
野」 

に
關
す
る
研
究
が
、
急
速
な
展
開
を
遂
げ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ 

の
こ
と
は
、
結
局
、「

林
野」

の
意
義
を
、
農
村
に
於
け
る
生
產
關
係
•
社
會
關 

係
の
な
か
で
、
謂
は
ば
、
構
造
的
に
把
握
せ
ん
と
す
る
努
力
の
現
は
れ
と
み
て 

差
支
へ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
、
か
X
る
努
力
は
、必
ず
し
も
、
同
一
の
視
骷
.
 

同
一
の
認
識
方
法
を
約
束
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
我
々
も
、
ま
づ
、
 

こ
の
骷
に
關
す
る
本
書
の
見
解
を
軋
し
た
後
、
出
來
得
る
限
り
忠
實
に
、
そ
の 

內
容
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
ふ
。

本
書
は
、
序
文
に
於
て
、「

農
地
改
革
の
過
程
で
直
面
し
、
そ
の
後
に
お
い
て 

も
各
所
で
見
出
さ
れ
る
暗
い
側
面
は
、
單
に
そ
の
暗
さ
を
指
摘
す
る
た
め
の
も 

の
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
の
で
な
く

、

暗
さ
を
と
く

鍵
を
發
見
す
る
た
め
に
、
 

そ
の
暗
さ
の
も
つ
仕
組
を
明
ら
か
に
す
る
分
析
の
葑
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
と
考
え…

…

こ
の

ょ

ぅ

な

|1
黠
か
ら…

…

林
野
所
有
が
農
業
生
產
の
遂
行
に 

對
し
て
も
つ
意
義
の
共
同
研
究
を
は
じ
め
た」

(

序
文
.
ニ〜

三
頁)

と
、
そ
の 

硏
究
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
本
書
の
目
的
が「

農
業
生
産
と
密
接 

な
關
係
を
も
つ」

(

同

•

三
頁)

、
所
謂
、
部
落
有
林
野
の「

わ
が
國
農
村
に
お

八
ニ 

(
一

六
ニ)〕

い
て
も
っ
經
濟
的
•
社
會
的
.
政
治
的
意
義
並
び
に
そ
の
機
能
の
究
明」

(

本 

文

.
三
頁〕

に

あ

る

こ

と

を

述
-
ベ
て
ゐ

る

。

1

方
、
部
落
有
林
野
の
總
合
的
研
究
が
、「

農
村
共
同
體J

の
理
論
と
絡
み
あ 

っ
て
押
し
進
め
ら
れ
て
来
た
と
い
ふ
現
實
の
研
究
過
程
か
ら
、
本
書
は
、
豫
め 

「

共
同
體
理
論」

を
繞
る
過
去
の
成
果
を
檢
討
し
、
問
題
の
所
在
を
明
示
す
る 

こ
と
に
努
め
て
ゐ
る
。r

序
章」

に
收
め
ら
れ
た
克
明
且
廣
巩—

西
洋
經
濟
史
部 

門
を
も
含
むー

な
問
題
史
的
展
望
が
そ
れ
で
あ
る
。
從
っ
て
、「

序
章」

が
、「

林 

野」

硏
究
を
志
す
人
々
に
と
っ
て
持
っ
重
要
性
に
っ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る
ま 

で
も
な
い
。
然
し
、「

序
章」

の
意
義
は
、
む
し
ろ
、
そ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
代
表 

的
諸
見
解
を
通
じ
て
、
本
書
の
基
本
的
硏
究
方
向
が
示
^ '
さ
れ
て
ゐ
る
黯
に
あ 

る
と
思
は
れ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
本
書
は
、
何
れ
の
見
解
に
も
與
す
る
こ
と
な 

く
、
然
も
、
自
か
ら
の
見
解
は
、
敢
へ
て
、
こ
れ
を
他
日
に
讓
つ
て
ゐ
る
か
ら 

で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、r

序
章」

に
み
ら
れ
る
次
の
如
き
批
判
、
卽
ち
、
 

「

第
一
の
見
解(

星
野
氏
等
に
よ
る
I
筆
者
註)

は
、…

…

改
革
後
の
地
主
制 

を
基
本
的
に
は
、「

體
制
的
な
耕
作
地
、王
制」

と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、「

地
主 

制
の
根」

を
、
耕
作
地
主
層
が
そ
の
管
理
權
を
支
配
掌
握
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の 

林
野
•
用
水
の
共
同
體
的
利
用
關
係
に
求
め
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
k
で 

は
、
耕
作
地
主
層
と
共
同
體
と
の
關
係
は
强
調
さ
れ
る
が
、
そ
の
上
の
國
家
權 

力
と
耕
作
地
主
層
と
の
關
係
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
の
見
解(

栗
原
氏)

が
戰
後
の
農
村
共
同
體
を
帝
國
主
義
に
よ
る
フ
ァ 

ッ
シm
的
再
編
成
と
し

て

把

え

て

ゐ

る
の
は…

…

農
村
あ
る
い
は
農
民
を
支
配 

し
て
い
る
權
力
と
の
關
連
で
共
同
體
を
考
察
し
よ

ぅ

と

い

ぅ
意
味
に
お
い
て
、
 

そ
の
限
り
で
は
第
一
の
見
解
の
缺
陷
を
つ
い
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

第
三
の
見
解(
井
上
氏
等
を
含
むー

筆
者
註)

で
は
、
改
革
後
の
地
主
制
の

理
論
構
造
を
く
み
た
て
る
た
め
の
一
構
成
要
素
.と
し
て
共
同
體
の
間
題
が
對
象 

と
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て…

…
(

三
三〜

三
四
頁〕

」

と
い
ふ
言
葉
は 

十
分
に
吟
味
さ
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

次
で
、
第

I

章
は
、
我
が
國
の
山
林
政
策
を
、
入
會
地
整
理
に
重
皸
を
置
き 

っ
、
歷
史
的
に
敍
述
し
て
ゐ
る
。

こ
X
で
は
、「

日
本
の
山
林
政
策
が
資
本
主 

義
の
勒
期
以
降
、

一
貫
し
て
國
有
林
行
政
を
根
幹
と
し
て
展
開
さ
れ
、
絕
教
主 

義
官
僚
の
手
に
ょ
る
資
源
培
養
政
策
と
し
て
強
力
に
推
進
さ
れ
そ
れ
に
終
始
し 

た」
(

三
.七
頁)

結
果
、
日
本
林
業
に
於
け
る
資
本
主
義
的
進
化
の
法
則
の
貫
徹 

が
ゆ
が
め
ら
れ
た
骷
を
强
く
指
摘
し
て
ゐ
る(

四
〇
頁)

。
そ
れ
故
、「

正
常
な 

資
本
主
義
國
で
は…

…

ま
だ
林
業
の
農
業
に
對
す
る
關
係
が
考
慮
さ
れ
て
い 

る」
(

四
三
頁)

に
も
拘
ら
ず
、
我
が
國
で
は
、「

半
封
建
的
土
地
所
有
制
度
を 

强
固
な
も
の
と
す
る
一
つ
の
締
め
金」

(

四
三

頁)

と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で 

あ
る
。
然
ら
ば
、「

事
實
上
地
主
支
配
の
物
質
的
支
柱
と
し
て
變
質
を
と
げ
て
き 

て
い
る」

(

四
四

頁)

部
落
有
林
野
は
、
何
如
な
る
過
程
を
經
て「

圍
込」

ま
れ 

て
行
っ
た
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
こ
の
場
合
、
二
っ
の
緯
經
を
想
定
す
る
こ
と
が
出 

来
る
。
そ
の一

っ
は
'
 

國
有
林
•
御
料
林
の
形
成
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ 

て
、
具
體
的
に
は
、「

軍
需
材
•建
設
材
な
ど
長
大
材
の
需
要
增
大
と
他
方
に
お 

け
る
採
取
林
業
の
未
發
逹
に
も
と
づ
く
木
材
缺
乏」

を

「

起
動
力」

と
す
る(

六 

七
頁)

「

明
治
十
一
ー
十
四
年
の
官
林
の
保
有
に
擴
大
の
方
針
が
明
確
化」

(

四 

七
頁)

さ
れ
た
時
に
始
ま
り
、
國
有
林
野
特
別
經
營
事
業
、

一
期
施
業
計
畫(

御 

料
林)

の
開
始——

何
れ
も
、明
治
四
ニ
年——

を
頂
黯
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
間
、
嘗
っ
て「

滅
茶
苦
茶
な
收
奪」

(

五
三

頁)

の
葑
象
と
な
っ
た
部
落
有 

林
野
乃
至
入
會
權
は
、「

名
實
兩
っ
な
が
ら
奪
取
せ
ら
る
る
姿」

(

六
八
頁)

を 

呈
す
る
に
至
っ
た
。
他
方
、
漸
く
盛
ん
と
な
っ
た「

圍
込」

反
對
運
動
も
、

森

書評及び結介

林
法(

明
治
三
〇
年〕

.
國
有
土
地
森
林
原
野
下
戾
法(
明
治
三
ニ
年)

.
御
料
地 

及
立
木
竹
下
付
規
定(

明
治
三
三
年)

等
の
、
硬
軟
兩
樣
に
亙
る
偽
瞞
的
諸
政 

策
に
よ
っ
て
沈
默
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
之
、
大
正
四
年
三
月
に 

行
は
れ
た「

國
有
林
野
上
に
入
#
權
な
し」

と
の
判
決
は
、
遂
に
、
農
民
か
ら 

入
會
權
に
關
す
る
一
切
の
希
望
を
翦
除
し
て
し
ま
っ
た
。

更
に
、「

明
治
初
年
以
降
と
ら
れ
て
き
た
民
有
林
野
に
對
す
る
資
源
培
養
政 

策
と
地
方
自
i

の
確
立
に
よ
っ
て
天
皇
制
官
僚
機
構
を
强
化
し
よ
う
と
い
う 

政
策
と
が
合
流
し
て
實
施
に
移
さ
れ
た
部
落
有
林
野
の
統
一」

は
、

「

民
有
入 

會
地
を
大
量
に
消
滅」

せ
し
め
た(

八
八

頁)

。
そ
れ
は
、
森
林
法
改
正(

明
治 

四
◦
.

四
四
年)

及
び
、
森
林
治
水
事
業
に
便
乘
し
た
、
所

謂「

公
有
林
野
整 

理
開
發
政
策」

に
よ
っ
て
強
引
に
押
し
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
 

昭
和
一
四
年
の
森
林
法
改
正
に
伴
ひ
終
焉
を
っ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、
 

事
業
の
進
埗
狀
況
に
幾
っ
か
の
變
化
を
印
し
っ
X
、
結
果
的
に
は
、
約
ニ
四
〇 

萬
町
步
の
整
理
統
一
を
完
成
し
た
の
で
あ
る(

一
◦
四
頁)

。
こ
の
事
實
を
、
所 

要
の
落
葉•

そ
だ
ま
き
等
の
採
取
に
當
り
、
自
己
所
有
以
外
の
採
草
地
若
く
は 

3

林
を
利
用
す
る
農
家
が
、
現
在
も
尙
、
決
し
て
少
く
な
い(

I

頁)

ぼ
㈨
と 

考
へ
併
せ
る
と
き
、
民
有
入
會
地=

部
落
有
林
野
の
喪
失
が
、
農
民==

特
に
小 

農
民
に
興
へ
た
影
響
の
重
大
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。
特
に
、
部
落
有
林
野
の 

解
消
n
地
主
的
山
林
所
有
を
惹
起
せ
し
め
た
と
す
る
な
ら
ば
、
部
落
有
林
野
の 

持
っ
意
義
は
、
誠
に
重
大
で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
は
、
こ 

の
黯
を
も
見
落
す
こ
と
な
く
詳
細
に
解
說
し
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
、
部
落
有
林
野
と
は
、
如
何
な
る
歷
史
性
を
具
へ
'
 

如
何
な
る
内
容 

を
持
っ
林
野
な
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
が
、
第
二
軍
に
於
け
る
本
書
の
課
題
で 

あ
る
。
こ
の
爲
に
、
本
書
は
、
部
落
有
林
野
を
、
法
律
的
.
政
策
系
譜
的
.
地

八

三

(
M

ハ
三)
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.

域
的
に
檢
討
し
た
後
、

「

部
^

^
财
の
所
有
、
あ
る
い
は
利
用
忆
結
び
っ
い
た 

:

生
產
の
內
容
を
反
映
し
た
：意

味

で

の

紫

」

、(

一
四
ニ.頁

： )
：

を

「

指
標
1-
と
し 

て
、...現
在
に
於
け
る
部̂

t

野
の
類
型
化
を
行
っ
て
ゐ
，る
 

'

( .
一.
四.
三
頁
.以 

と
©:
結
果
'̂ . 

. 

■

-
⑴

畲

體

的

部
^

t

野
'

:

:

:

，’⑵

地
主
的
、
農
民
的
部

^
t

野
：

:

⑶：
：
：議
的
部
野

'
⑷
.
：經

營

的

共

慕' 

. 
.

の
.四
種
に
集
約
さ
れ

(

ー
四
四
頁

)

、
そ
の
各
々
に
っ
い
て
前
述
：し
た
.意
味
で
の 

地
代
の
發
生.
實
現
の
形
態
が
追
究
さ
れ
て
ゐ
る
。

'勿
論
、
著
者
自
身
が"r

一
 

應
の
類
型
化

」

■と
述
べ
て
ゐ
る
通
り
、
.が
、
る
分
類
の
仕
方
乃
至
內
容
の
把
握 

に
幾
多
の
問
題
が
殘
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
ば
，い
，ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら 

ず
、
こ
ゝ
に
乐
さ
れ
た
部
^

^
野
理
解
の
カ
法
は
、
高
く
評
價
さ
る
べ
き
で 

あ
る
。
特
に
、
部̂

^
勝
の
分
解
を
取
扱-っ
た
第
三
章
と
共'

U
、：

我
々
は
、 

本
書
に
'1
-:
っ
て
、
，林
野
硏
究
が
、
.
一.
つ
の
新
し
い
段
階
に
突
入
し
た
こ
と
を
、 

十
分
に
感
知
す
る
こ
と
が
出
來
る

。
'

尙
、^

1
1

の
卷
未
に
附
さ
れ
た
參
考
文
献
も
、
硏
究
の

9
K

と
し
て
、
更
に 

は
亦
、'本
i

成
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
看
過
し
得
な
い
意
義
を
有
し
て
ゐ
.る 

.
こ
と
を
附
記
す
る。. 

(

金

丸

：
平
/\)

-

',
A
E9
'

. 
: ノ(

1 
六
四
：

>

‘
今

井

林
.
太

0

-

f

、

V
-

八
'

 

■

木

：
-

、
哲

'
■

治
'
 

^
 

.

:

ヽ
'
 :『

封

建

社

會

©
濃

村

講

造』
：

.
一
九
五
五
年
は
日
本
經
濟
史'に
關
し
極
め
て
多
產
の
.
年
で
あ.
っ
た
が
、
純
戸 

大
學
の
今
井
、
八
木
兩
氏
に
ょ
っ
て
著
さ
れ
た

『

封
建
社
鲁
の.

f
i

m』

は 

そ
の
棹
尾
を
か
ざ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
好
著
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
封
建
社 

.

鲁
の
成
立 
>:
發
展
、
解
體
に
關
す
る
硏
究
は
、

.「

封
建
制
«—
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ 

.
っ
て
幾
多
の
所
論
を
生
み
、
論
爭
を
惹
き
起
し
づ
っ
あ
る
。

.
し
か
し
な
が
ら
、 

そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
主
張"や
議
論
は
、
豐
富
な
史
料
の
驅
使
と
、
そ

の

論
理
的 

な

體

系

化

な
‘

ん
し
て
は
、
全
く
机
上
の
空
諭
に
終
る
場
合
が
多
い

.

ので

あ

る

。 

我
が
國
に
お
け
る
經
濟
史
研
究
の
科
學
的
分
析
が
開
始
さ
れ
た

の

は
^
^

い
歴
史
し
か
有
し
て
い
な
い
：し
、
又
前
提
た
る
忠
料
'の
發
掘
、
利
用
が
諸
々
の 

事
情
か
ら
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
現
狀
に
お
い
て
は
そ
の
機
な
事
情
は
已 

む
を
得
ざ
る
過
渡
的
現
象
で
あ
る
と'-
4
言
え
る
。
個
別
的
硏
究
が
地
方
的
考
察 

に
と
ど
ま
る
限
り
、
又
、
論
理
的
考
察
が
十
分
な
實
證
的
過
程
を
持
た
ざ
る
限 

り
、
そ
れ
が
科
學
と
し
て
の
歷
史
學
に
ラ
ン
ク

さ

れ

る
に
.は
な
お
距
離
を
有
す 

る
の
で
あ
る
。
か
く
し
...て
我
々
は.
一
方
に
お
い.
て.
個
別
的
研
究
の
貫
徹
に
ょ
る
. 

地
方
性
の
檄
棄
と
、
.
他
方
に
お
い
て
ば
論
理
的
考
察
の

r

假
說」

か

ら「

理
論」

へ
の
展
開
を
要
求
さ
れ
る
。
：や
や
も
す
れ
ば
背
離
.せ
ん
と
す
る
歷
史
學
硏
究
に 

お
け
る
こ
の
ニ
っ
の
途
は
共
に
必
要
條
件
で
あ
っ
て
、
何
れ
に
偏
す
る
事
も
許 

さ
れ
ず
、
又
輕
重
を
測
る
事
も
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
今
日
.ほ 

ど
そ
ぅ
言
っ
た
歷
史
硏
究0 :

极
本
的
態
度
が
省
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
も
な
か

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
樣
な
學
界
の
一
股
的
な
空
氣
の
內
に
世
に
問
わ
れ

'
 

た
は
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
の
か
、
以
下
私
見
を
述
べ
た
い

。
'

i
l
の
成
立
に
っ
い
て
は
、
は
し
が
き
に
よ
っ
て
そ
れ
が
旣
に
數
年
前
に
成 

稿
さ
れ
て
い
た
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
從
つ
て
こ
の
數
年
間
に
お
け
る
諸
硏 

街
の
成
果
が
、
反
映
さ
れ
て
い
な
い
事
は
已
む
を
得
ざ
る
事
で
あ
っ
た

と
は

言 

免
、
殘
念
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
様
な
事
情
は
本
書
の
内
容
に
っ
い
て 

い
さ
さ
か
も
批
判
さ
る
べ
き
黯
では
な

い

。

た
だ
^

豸

と

し
て
は
ネ
罾
を
繙
く 

に
當
っ
て
ま
ず
念
頭
に
置
く
必
要
が
.
あ

ろ

う

。

'
こ
の
硏
究
の
内
容
を
概
括
す
れ
ば
、
所

謂

r

攝
津
型
農
村」

と
言
わ
れ
る
畿 

內
先
進
地
帶
の
攝
津
國
武
庫
川
下
流
地
域
、
就
中
武
庫
郡
上
瓦
林
村
を
中
心
と 

し
た
地
域
の
近
世
に
お
け
る
膝
史
を
、

_
社
會
的
に
は
農
民
層
の
構
成
、
經
濟
的 

に
は
一
豪
農
の
農
業
經
營
を
樞
軸
と
し
つ
つ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
心
と
な
る 

の
は
こ
の
ニ
點
を
究
明
さ
れ
た
第

1

篇
及
び
第
一
一
篇
で
あ
ろ
う
が
、
.
こ
れ
ら
の 

中
核
ど
關
迎
す
る
宮
座
の
問
題
、
絞
汕
業
の
發
展
、
治
水
及
び
用
水
利
用
の
問 

題
を
取
扱
わ
れ
た
第
三
乃
至
第
六
篇
も
亦
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
課
題
を
含
ん
で
い 

る
。
：何
れ
の
篇
に
お
い
て
も
幽
蕾
な
史
料

(

中
心
と
な
る
の
は
上
瓦
林
村
の
舊 

皮
屋
岡
本
家
文
書)

に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
緻
密
な
分
析
が
示
さ
れ
て
い
る 

が
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
内
、
主
力
と
み
ら
れ
る
前
一
ー
篇
に
重
點
を
置
き
論
ず 

る-.
こ
と
と.
す
る
。

'

史
ず
第
一
篇
は「

近
畿
農
村
の
階
層
構
成
と
そ
の
分
化

」

.
と
題
さ
れV
主
と 

し
て
上
瓦
鉢
村
に
お
け
る
農
民
層
の
構
成
を
享
保
期
を
境
と
す
る
前
期

i

め 

雨
期
に
っ
い
て
豸
_

し
、

兩
期
に
お
け
る
差
異
を
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

V.
兩
氏 

に
よ

る
結
勸
は
次
の
如
く
要
約
す
る
事
が
で

き

よ

う

。

前
期
に
お
け
る
農
玲
層 

の
構
成
ゆ
、
近
世
朝
頭
の
觀
地
に
ぉ
ぃ
，て
屋
敷
地
の
所
持
者
と

1.
て
登
錄
さ
れ

書評及び紹介

た
朝
期
本
百
姓=

夫
役
負
擔
農
民
、

こ
の
場
合
役
人
層
を
中
核
と
し
て
い
る
。

.

役
人
は
す
べ
て
高
持
で
あ
る
が
高
持
の

.
中
に
は
非
役
人
た
る
庄
屋
、

隱
居
、 

柄
#
ダ
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、

こ
の
樣
な
農
民
層
構
成
は
持
高
と
言 

ぅ
經
濟
的
條
件
を
背
後
に
十
分
條
件
と
し
て
持
つ
て
は
い
る
,

決
定
的
に
は 

夫
役
を
負
擔
す
る
か
否
か
の
就
會
的
身
分
と
し
て

.
存
在
し.
た
。
そ
し
て
彼
等
は 

本
家
筋
の
渚
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
、in
ち
家
格
を
有
す
る
：と
い
ぅ
點
に
お
い
て 

特
徵
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
樣
な
身
分
別
は
、
相
互
間
に
お
け
る
轉
位
を
藏

‘
 

し
な
が
ら
次
第
に
變
化
し
て
行
く.0
た
と
え
ば
延
觀
年
間
に
お
け
る
隱
居
の
變 

質——

こ
れ
ぬ
そ
れ
ま
で
：の
相
續
形
態
に
.お
け
る
諸
子
分
割
制
が
ら
長
子
單
獨 

制
へ
の
變
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
だ
I

に
.み
ら
れ
る
高
持
隱
居
の
役
人 

化
、
一
兀
祿

——

享
保
期
に
漸
く
激
化
し
だ
農
民
持
高
の
移
動
に
も
と
づ
く
持
高 

と
身
分
と
の
痱
離
ど
ぅ
そ
れ
へ
の̂
®
と
み
ら
れ
る
身
分
の
再
編
成
は
、
變
化 

の
中
心
的.
な
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
賽
永
期
に
は
役
が
土
地
と
附
着
さ
れ
賣 

買
さ
れ
る
樣
に
な
り
、T
S-
咼
'の'多
寡
だ
け
が
役
人
身
分
の
決
定
の
基#'
-
と
な 

り
、
も
は
や
役
人
は
役
儀
を
負
擔
す
る
本
家
格
の
家
柄
を
表
す
概
念
か
ら
完
全 

に
脫
し
て
、
嚴
密
に
持
高
を
基
準
に
し
て
定
め
ら
れ
る
近
世
的
な
階
層
別
を
表 

す
概
念
と
な
つ
た

」 (

五
九
頁)

。
そ

し

て

こ

こ

に

持

高

の

(

或
い
は
大
小)  

に
よ
る
階
層
構
成
が
出
現
し
た
。
し
か
し
こ
の
樣
に
.し
て
生
じ
た
近
世
的
な
階 

層
は
、
そ
の
後
固
定
化
し
て
行
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
の
者
が
土
地
賣
貿
を
通 

じ
て
實
質
的
に
は
身
分
と
不
均
衡
な
經
濟
的
內
容
を
備
え
る
に
至
つ
て
も
、
身

.
分
間
の
交
流
は
遮
斷
さ
れ
、

(

そ
の
事
は
や
が.
て
階
層
間
の
.精
神
的
な
疎
隔
と
も 

な
っ
た
。.
他
方
、
後
期
に
お
け
る
經
濟
的
な
階
層
分
化
の
進
行
は
か
な
り
激
し 

く
、
た
と
え
ば.
享
保
I

賽
曆
期
.に
は
農
村
の
經
濟
的
衰
退
は
中
農
層
に
深
刻 

な
打
擊
を
與
う
る•
こ
と
と
な
つ
た
。

こ
の
經
濟
的
衮
退
は
主
と
し
て
購
入
肥
料

(
I

六
五)
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